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教育テック学のススメ

こどもと教職員が
ワクワクする学校を取り戻す

● 小・中・高の教職員 ● 教育委員会・教育庁の職員 ● 教育・学校関係者対象
教育テック大学院大学（2025年４月開学、学校法人OCC）主催

15:00-17:00 オンライン（Zoom）で開催11.23
（土）無料

プログラム

根岸正州 学校法人OCC理事長、教育テック大学院大学　特任教授

１ 主催者ご挨拶

4 質疑応答

（１）個別最適な学びと、働き方改革の同時解決をどうするか？
（２）なぜ、学校は変わらないのか？　変革のために必要なことは？
（３）ヒト・モノ・カネ、これ以上豊かになる見通しがない中、どうやって教育を充実させるのか？

など、　直面する教育界の課題を教育テック学の視点で捉え、解決策を議論します。
小学校、中学校、高等学校や、教育委員会、教育庁、学校法人で、日々奮闘する
教職員の方々と、議論し、解決への具体的な方向性を見出していきたいと思います。

3 ディスカッション

5 閉会ご挨拶

こどもと教職員がワクワクする学校を取り戻すには
「教育力」の視点から考える

田村知子 教育テック大学院大学 客員教授、大阪教育大学大学院・連合教職実践研究科・教授、博士（教育学）

「働き方」の視点から考える

妹尾昌俊 教育テック大学院大学 教授、教育研究家

「テック」の視点から考える

松田　孝 教育テック大学院大学 教授、MAZDA Incredible Lab CEO　

コーディネーター

根岸正州 学校法人OCC理事長、教育テック大学院大学 特任教授

2 プレゼンテーション 根岸正州

田村知子

妹尾昌俊

松田 孝

右のQRコードまたは、下記URLよりお申し込みください。
お申し込み

URL https://x.gd/QleE2

シンポジウム



講師プロフィール

【略歴】
徳島県出身。京都大学大学院修了後、野村総合研究所にて調査・コンサルティングに従事。2016 年
から独立し、全国各地の教育現場を訪れて講演、研修、コンサルティングなどを手がける。教育長・
教育委員会向けのアドバイス等も多数実施。現在、一般社団法人ライフ＆ワーク代表理事。ヤフー
ニュースオーサー、東洋経済、教職研修、その他メディアなどで寄稿多数。
学校業務改善アドバイザー（文科省委嘱のほか、埼玉県、横浜市、高知県、熊本県等）、中央教育審議会「学
校における働き方改革特別部会」委員、「質の高い教師の確保特別部会」委員、スポーツ庁、文化庁に
おいて、部活動のあり方に関するガイドラインをつくる有識者会議の委員、文科省・GIGA スクール
下での校務の情報化の在り方専門家会議委員などを歴任。
主な著書に『校長先生、教頭先生、そのお悩み解決できます！』、『先生を、死なせない。教師の過労
死を繰り返さないために、今、できること』、『学校をアップデートする思考法：学び続けるチームに
なる』、『教師と学校の失敗学：なぜ変化に対応できないのか』、『教師崩壊』、『こうすれば、学校は変
わる ! 「忙しいのは当たり前」への挑戦』、『学校をおもしろくする思考法：卓越した企業の失敗と成功
に学ぶ』、『学校事務 “ プロフェッショナル " の仕事術』、『変わる学校、変わらない学校』など多数。

【専門分野】
⚫学校改善
⚫働き方改革
⚫学校の組織マネジメント
⚫人材マネジメント教育政策

妹尾 昌俊
教授

【専門分野】
⚫情報教育
⚫教育経営
⚫教育心理
⚫教科教育（社会科）

松田 孝
教授

【専門分野】
⚫カリキュラムマネジメント
⚫教員研修
⚫学校経営

田村知子
客員教授

【略歴】
野村総合研究所において経営コンサルタントを
経て、現在、学校法人OCC 理事長、OCC教育テッ
ク総合研究所 所長など要職歴任。自ら教育改革、
学校経営改革を実践している。

【専門分野】
⚫経営学
⚫非営利組織の経営
⚫�企業の社会性戦略（CSR ／ CSV）
⚫�教育・医療・介護および不動産領域の 

イノベーション
⚫デジタル組織のデザイン
⚫学校経営
⚫教育 DX

コーディネーター

根岸 正州
理事長、特任教授

【略歴】
元小金井市教育 CIO 補佐官、元小金井市立前原小学校校長、現合同会社 MAZDA Incredible Lab 
CEO。
1983 年 3 月　東京学芸大学教育学部初等教育教員養成課程卒業
1996 年 3 月　上越教育大学大学院学校教育研究科教科・領域教育専攻修了
2022 年 3 月　早稲田大学大学院教育学研究科 博士後期課程任意退学
東京都公立小学校教諭、指導主事、主任指導主事（狛江市教育委員会指導室長）、小学校長2校を経て、
2016 年 4 月から東京都小金井市立前原小学校に着任。GIGA 前史、東京都小金井市立前原小において
校長として全国に先駆け一人一台の情報端末を活用した授業実践を推進＆展開。定年1年前に辞職し、
起業。学校現場での実践知と教育心理の知見とを掛け合わせ、非認知能力を育む真の個別最適化モデ
ルと ICT コンテンツ「Shuffle.（シャッフル・テン）」を開発。爆速に激変する Society5.0 からの社会
に必須の非認知能力を評価・育成する目標準拠に代わる教育哲学と具体的実践、さらには小学校段階
から IchigoJamBASIC によるテキストプログラミングのカリキュラムを考案し、その授業実践を全国
の学校現場や自治体等に啓発している。

【略歴】
大阪教育大学大学院・連合教職実践研究科・教授、博士（教育学）。
九州大学大学院人間環境学府博士課程単位取得退学。博士（教育学）。中村学園大学准教授・岐阜大
学教職大学院准教授等を経て 2018 年 4 月より現職。2024 年 4 〜 9 月，英国ケンブリッジ大学客員研
究員。日本カリキュラム学会（理事）、日本教育経営学会（理事（予定））、日本教育工学会などに所属。
社会貢献活動として、現在は中央教育審議会審議委員（高等学校教育の在り方ワーキンググループ主
査代理，教育課程部会委員）ほか、独立行政法人教職員支援機構「中央研修」及び「カリキュラム・マ
ネジメント研修」講師ほかを務めている。単著に『カリキュラムマネジメントの理論と実践』（日本標
準），『カリキュラムマネジメント−学力向上へのアクションプラン』（日本標準）、共著に『カリキュラ
ムマネジメントが学校を変える』（学事出版）、編著に『子どもと教師のウェルビーイングを実現する
カリキュラム・マネジメント』（ぎょうせい，最新刊），『教育委員会・学校管理職のためのカリキュラム・
マネジメント実現への戦略と実践』（ぎょうせい），『これからの教育課程とカリキュラム・マネジメン
ト』（ぎょうせい），『カリキュラムマネジメント・ハンドブック』（ぎょうせい）『実践・カリキュラム
マネジメント』（ぎょうせい）など。文部科学省（初等中等教育局） 中央教育審議会 審議委員（臨時委員）
教育課程部会等政府委員等を歴任。


